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	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ヘテロ二量体サイトカイン複合体のサブユニットの一つです。このタンパク質はインターロイキン12A（IL12A）と関連しています。インターロイキン12B（IL12B）に類似したタンパク質であるエプスタイン・バーウイルス誘導遺伝子3（EBI3）と相互作用し、ナイーブCD4(+) T細胞の急速な増殖を促進する複合体を形成しますが、メモリーCD4(+) T細胞には影響を与えません。また、この複合体はインターロイキン12と強い相乗作用を示し、ナイーブCD4(+) T細胞におけるインターフェロンガンマ（IFNG）産生を誘導することが分かっています。このサイトカインの生物学的作用は、クラスIサイトカイン受容体（WSX1/TCRR）を介して発現します。 [RefSeq提供、2008年7月]、機能：炎症誘発性および抗炎症性の特性を持つサイトカインで、ヘルパーT細胞の発達を制御し、T細胞の増殖を抑制し、細胞傷害性T細胞の活性を刺激し、B細胞でアイソタイプスイッチを誘導し、自然免疫細胞に多様な効果をもたらします。標的細胞には、タイプ1エフェクター細胞（TH1）、タイプ2エフェクター細胞（TH2）、IL-17産生ヘルパーT細胞（TH17）に分化できるCD4ヘルパーT細胞があります。ナイーブCD4 T細胞のクローン増殖を急速に促進しますが、メモリーCD4 T細胞のクローン増殖は促進しません。また、IL-12と強い相乗作用を示し、ナイーブCD4 T細胞のインターフェロンガンマ/IFNガンマ産生を誘発し、IL-27を介したシグナル伝達に必要ではあるものの十分ではないと思われるサイトカイン受容体WSX-1/TCCRに結合します。 IL-27は、TH1応答の初期段階を増強し、TH2およびTH17の分化を抑制します。これは、p38 MAPK/TBX21依存性経路とICAM1/ITGAL/ERK依存性経路という2つの異なる経路を介してTH1細胞の分化を誘導します。また、STAT1、STAT3、STAT4、STAT5のリン酸化を誘導し、STAT1を介してTBX21/T-Betを活性化し、結果としてTH1細胞のコミットメントに重要なイベントであるIL12RB2の上方制御を引き起こします。また、TH1細胞の発達を阻害するGATA3の発現を抑制します。CD8 T細胞では、STATに加えてGZMBも活性化します。IL-27は、TH17細胞の発達とIL-17産生の強力な阻害剤であることが明らかになっています。実際、IL-27サブユニットp28単独でも、CD4およびCD8 T細胞によるIL17の産生を阻害することができます。 IL-27はSTAT1を介して炎症誘発性Th17細胞の増殖を抑制する一方で、STAT1とは独立して抗炎症誘導性制御性T細胞（iTreg）の増殖を阻害します。IL-27はサイトカイン産生にも作用し、IL2、IL4、IL5、IL6などの炎症誘発性サイトカインの産生を抑制し、SOCS1やSOCS3などのサイトカインシグナル伝達抑制因子を活性化します。サイトカイン産生の抑制に加え、IL-27はT細胞に直接作用することで、IL6などの一部のサイトカインの作用を拮抗します。IL-27のもう一つの重要な役割は、抗腫瘍活性と、IP-10/CXCL10やMIG/CXCL9などの抗血管新生ケモカインの産生を活性化する抗血管新生活性です。静脈内皮細胞において、IRF1/インターフェロン調節因子1を誘導し、MHCクラスIIトランスアクチベーター/CIITAの発現を増加させ、結果として主要組織適合性複合体クラスIIの発現を亢進させる。IL-27はまた、HIV-1複製を阻害する抗ウイルス活性も示す。,誘導：単球においてLPS刺激によって一過性に誘導される。,オンライン情報：インターロイキン-27のエントリー,PTM：O-グリコシル化されている。,類似性：IL-6スーパーファミリーに属する。,細胞内局在：EBI3との共発現なしには分泌されないと考えられる。,サブユニット：IL27B/EBI3とのヘテロ二量体。IL-27はIL27とEBI3からなるヘテロ二量体である。EBI3はIL-12ヘテロ二量体の構成要素でもある。,組織特異性：単球および胎盤で発現する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト肺の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された

